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第３節 

いきいきとした生活のための 

健康・福祉の社会づくり 

〔１〕 区民の健康づくりのために 

 

１ 生活習慣病と健康 

（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

（２）区民主役の健康づくりの支援 

 

２ 心の健康づくり 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

 

３ 生涯スポーツの推進 

（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

 

４ 感染症と健康危機への対応 

（１）感染症対策などの充実 

 

５ 食と住の安全性 

（１）健康食住の推進 
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１ 生活習慣病と健康 

【施策の考え方】 

高齢化の進展、食生活、ライフスタイル等の多様化にともない、生活習慣病が区民共通の課題となっています。 

生活習慣病は、日頃の生活習慣と密接な関係があるため、正しい生活習慣を身に付け、年齢、生活環境等

に応じた健康づくりを進めることが大切です。自分の健康は自分で守り、自分でつくることを基本に、区民一人

ひとりの｢健康寿命｣をのばすことを積極的に支援するための施策を展開します。 

【施策体系図】 
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３０１ 健康サポートセンターの設置 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

ア． 固定式休日診療の充実 

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

ア． 区民基本健診の充実 【新】 

イ． 生活習慣病に関する健康診査（特定健診） 【新】 

ウ． がん検診の充実 

エ． 成人歯科健診の充実 

オ． 乳幼児からの歯科健診の充実 

カ． 母子健診の充実 

 

３０４ より良い生活習慣づくり 

ア． 食育推進計画の推進 【新】 

イ． 生活習慣病予防事業の充実 【新】 

ウ． 生活習慣病予防 

に関する保健指導（特定保健指導）の充実 【新】 

エ． ８０２０運動の推進 

 

３０５ 地域からの健康づくり 

ア． 地域密着型の健康づくり運動の展開 

イ． 地域の健康づくりリーダーの育成 【新】 

ウ． ファミリーヘルス推進員の支援 

エ． 健康ボランティアの育成及び支援 【新】 

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 
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（１）区民の生命と健康を守るためのしくみづくり 

３０１ 健康サポートセンターの運営 

妊娠分娩期及び乳幼児期から熟年期までの健康相談、各種健診、精神保健福祉、生活習慣病予防対策、

介護予防等を行う健康サポートセンターを区内８か所に設置し、生涯を通じた健康づくりを支援します。 

 

３０２ 安心できる保健医療体制の整備 

５月の連休及び年末年始の固定式休日診療所を設置する医師会館及び医療検査センターの一層の周知を

図ります。併せて、固定式休日診療所の新設の検討を進めるとともに、輪番制との連携を図ることにより、安心で

きる医療体制の整備に努めます。 

施策コード ３０２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

固定式休日診療の充実 
固定式休日診療事業

の充実 
同左 同左 

事業費 ２３，３６２千円 ２３，３６２千円 ２３，３６２千円

 

３０３ いつでも受けられる健診体制の充実 

平成 18 年度医療制度改革に伴い、各種健診体制の再編を行います。引き続き、医療保険者が実施する生

活習慣病予防の健診を踏まえつつ、区民等の健康増進を図り、切れ目のない健診体制の整備に努めます。 

また、妊婦健診の助成回数を拡大する等、母子保健の向上に努めます。 

施策コード ３０３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区
民
基
本
健
診
の
充
実 

40 歳未満・その他 

【新】 
２５，０００人 ２５，０００人 ２５，０００人 

事業費 ２３５，６１７千円 ２３５，６１７千円 ２３５，６１７千円

75歳以上の後期高齢者 

医療制度加入者（委託） 

【新】 

２７，２３０人 ２８，０００人 ２８，５００人 

事業費 ２６２，３１６千円 ２６９，７００千円 ２７４，５５０千円

生活習慣病に関する健康診査 

（特定健診）の充実 【新】 
６４，１００人 ６９，２００人 ７４，１００人 

事業費 ５７７,７５０千円 ６２２,８００千円 ６６６,９００千円

がん検診の充実 １０２，８００人 １０６，０００人 １０８，５００人 

事業費 ７２４，６２５千円 ７５０，４７２千円 ７６５，０９２千円

成人歯科健診の充実 ８，６００人 ８，６５０人 ８，７００人 

事業費 ７１，４３１千円 ７１，８５０千円 ７２，２６０千円
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乳幼児期からの 

歯科健診の充実 

歯ッピー教室の充実 

２９，３００人 
２９，５００人 同左 

事業費 ４９，７００千円 ５０，０４０千円 ５０，０４０千円

母子健診の充実 

妊婦健康診査受診費 

助成の拡充 
  

乳幼児健診の実施 

６３，２４０人 
同左 同左 

事業費 ４４４，６８２千円 ４４４，６８２千円 ４４４，６８２千円

 

（２）区民主役の健康づくりの支援 

３０４ より良い生活習慣づくり 

食育の総合的な推進を図るため、「（仮称）江戸川区食育推進計画」を策定し、その着実な普及啓発に努めま

す。 

また、「特定健診等実施計画」に基づき、生活習慣病に関する健康診査（特定健診）の結果等を踏まえ、メタ

ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者及び予備群に対して、生活習慣の改善等を図る適切な保健指

導を実施するとともに、生活習慣アクションプランに基づいた普及啓発に努めます。 

また、歯科医師会と協力し、口腔疾患の予防及び口腔ケアに関する普及啓発に努めます。 

施策コード ３０４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

食育推進計画の推進 

【新】 

（仮称）江戸川区食育

推進計画の策定 
食育事業の実施 同左 

事業費 ３，１０９千円 ※※※千円 ※※※千円

生活習慣病予防事業の充実

【新】 

セミナー、講演会、 
イベント等の開催 

同左 同左 

食生活改善の支援 同左 同左 

事業費 ２，７９４千円 ３，０４４千円 ３，０４４千円

生活習慣病予防に関する 

保健指導（特定保健指導） 

の充実  【新】 

３，０００人 ３，７００人 ４，５００人 

事業費 ６７,３７０千円 ７３,２６０千円 ８９,１００千円

８０２０運動※の推進 

周知・啓発 同左 同左 

２００８年健口年イベント

の開催 
  

事業費 ９８０千円 ０千円 ０千円

※ ８０２０運動：「８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう」という運動。 
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３０５ 地域からの健康づくり 

生活習慣病及び老化の予防を図るため、ウオーキング、老化予防等の健康課題に関する出前講座を実施す

るとともに、ホームページ等を活用しつつ、地域の自主的な健康づくり運動を支援します。 

食習慣改善、口腔ケア等の健康づくりについての総合的な学習の機会を提供するとともに、受講者の自主的

な活動の立ち上げを支援することにより、地域の健康づくり活動を担うリーダーの育成に努めます。 

また、健康講座、ウオーキング等の啓発・活動等を推進し、家庭・地域からの健康づくりを担うファミリーヘルス

推進員の活動を支援するとともに、地域で健康づくり活動を実践するボランティアの育成等に努めます。 

施策コード ３０５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域密着型の健康づくり 

運動の展開 

ウオーキング大会・ 

各種健康講座の開催 
同左 同左 

事業費 ２，６００千円 ２，６００千円 ２，６００千円

地域の健康づくりリーダー 

の育成 【新】 

地域の健康づくり 

リーダーの育成支援 
同左 同左 

事業費 １２４千円 １２４千円 １２４千円

ファミリーヘルス推進員 

の支援 

委嘱式の実施  委嘱式の実施 

活動支援 

８団体 ３８０名 
同左 

活動支援 

８団体 ４００名 

事業費 １２，４００千円 １１，０００千円 １２，４００千円

健康ボランティア 

の育成及び支援 【新】 

ボランティア 

の育成及び支援 
同左 同左 

事業費 １１６千円 １１６千円 １１６千円

 

３０６ 手軽な健康増進のためのしくみづくり 

河川堤防上の通路等の利用を図り、サイクリングロードの整備の充実に努める等、健康増進のために、自然

の中で気持ちよく散歩等が行える環境づくりを推進します。 
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２ 心の健康づくり 

【施策の考え方】 

ストレスの多い社会に生きる現代人にとって、「心の健康」は生活の質を左右する重要な要因の一つです。家

族関係、地域社会への帰属意識等が大きく多様化するなかで、高度情報化社会の進展等により、区民一人ひ

とりをとりまく環境はこれまでにも増して変化が激しくなっています。このような変化を受け止め、心のバランスを

保っていくことが大切です。 

そのため、心の健康を保つための啓発、正しい情報の提供、相談支援等の心を元気にするためのしくみづく

りを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（１）心を元気にするためのしくみづくり 

３０７ こころの健康づくり対策 

うつ病、心身症等の心の健康に不安を持つ区民に対する電話相談を、休日を含めて実施するとともに、自殺

対策基本法に基づき、自殺防止の啓発活動等を推進する等、自殺対策の総合的な推進を図ります。 

施策コード ３０７ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

「こころの健康ホットライン」 

の実施 

専用電話による相談 

の実施 

休日電話相談の設置 

専用電話による相談 

の実施（休日を含む） 
同左 

事業費 ４，５４４千円 ４，５４４千円 ４，５４４千円

自殺予防対策の実施 

【新】 

（仮称）自殺予防に 

関する対策会議の設置

（仮称）自殺予防に 

関する対策会議の運営
同左 

自殺防止キャンペーン

の実施 
同左 同左 

事業費 １６５千円 １６５千円 １６５千円

心
の
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康
づ
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た
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３０７ こころの健康づくり対策 

ア． 「こころの健康ホットライン」の実施 

イ． 自殺予防対策事業の実施 【新】 

 



57 
 

３ 生涯スポーツの推進 

【施策の考え方】 

生活習慣病を予防し、心の健康を保ち、生涯にわたっていきいきと楽しく暮らすためには、そのもととなる身体

の健康づくりを進めることが不可欠であり、区民一人ひとりが体力、興味等に応じて生涯スポーツを続けることが

大切です。 

江戸川区には、球場、陸上競技場等のスポーツ競技の本格的な施設をはじめ、河川敷の野球場、サッカー

グランド、健康の道、サイクリングロード等、健康づくり、スポーツの場等が多様に整えられています。今後さらに、

誰でもどこでも身近にスポーツを続けられる環境づくりを進めます。 

【施策体系図】 
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３０８ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

ア． 区民大会等の団体活動の支援 （再掲 213） 

イ． マラソン大会の開催 （再掲 213） 

ウ． 公益性のある区内大会、講座等の支援･後援 （再掲 213） 

エ． ウオーキングフェスタえどがわの開催 （再掲 213） 

オ． 東京国体の開催準備 【新】 

カ． （仮称）水辺のスポーツガーデンの整備 【新】 （再掲 213） 

 

３０９ 健康スポーツを支える人づくり 

ア． 地域スポーツ推進員の養成 【新】  

 

３１０ スポーツ競技の振興 
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（１）健康スポーツ都市・江戸川の形成 

３０８ 運動やスポーツに親しむ場づくり 

区内大会の開催等のスポーツ活動を支援し、スポーツの振興を図ります。併せて、旧江戸川河川敷の活用を

図り、区民のスポーツレクリエーション拠点となる「（仮称）水辺のスポーツガーデン」の整備を進めます。 

また、平成 25 年に開催する東京国体の開催準備を進めます。 

施策コード ３０８ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

区内大会等の団体活動の支援

再掲 213 
支援 同左 同左 

事業費 ３，７４６千円 ３，７４６千円 ３，７４６千円

マラソン大会の開催 

再掲 213 

実行委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 ４，５００千円 ４，５００千円 ４，５００千円

公益性のある区内大会、 

講座等の支援・後援 

再掲 213 

支援・後援 同左 同左 

事業費 １７，０００千円 １７，０００千円 １７，０００千円

ウオーキングフェスタ 

えどがわの開催 

再掲 213 

組織委員会による 

大会運営 
同左 同左 

事業費 １，０００千円 １，０００千円 １，０００千円

東京国体の開催準備 

【新】 
庁内連絡会議の設置 

準備委員会 

の設置及び開催 
準備委員会の開催 

事業費 ４００千円 ※※※千円 ※※※千円

（仮称）水辺のスポーツガーデン 

の整備 【新】 再掲 213 
造成工事 供用開始及び運営 運営 

事業費 －千円 ※※※千円 ※※※千円

「－」：事業費は、身近な公園の整備（施策コード 106）の中で計上しています。 

 

３０９ 健康スポーツを支える人づくり 

地域の健康スポーツ・レクリエーション活動を推進するため、地域スポーツ推進員の育成等の健康スポーツを

支える人づくりに進めます。 

施策コード ３０９ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

地域スポーツ推進員 

の養成 【新】 

中高年スポーツ教室 

の実施 
同左 同左 

事業費 ９２８千円 ９２８千円 ９２８千円

 

３１０ スポーツ競技の振興 

スポーツ競技の普及と水準の向上をめざし、関係団体と協力して区民大会等の開催を推進します。 
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４ 感染症と健康危機への対応 

【施策の考え方】 

乳幼児のすこやかな成育を図るためには、麻疹、風疹等の予防接種率をさらに高めることが課題です。また、

高齢の人々を中心とした、結核等の感染症に対する危険性の増加も危惧されます。さらに、エイズ、Ｃ型肝炎、

病原性大腸菌等の対策も重要です。このような状況を踏まえ、健康危機の原因となる感染症等の情報を収集し、

正しい知識及び情報の提供、予防方法の啓発等を行います。また、食品、飲料水等の事故の防止を図り、大規

模食中毒等の健康危機等に、迅速に対応できる体制づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

（１）感染症対策などの充実 

３１１ 感染症予防対策等の充実 

HIV/AIDS※及び STI※、結核等の感染症の予防対策の充実を図るため、HIV 抗体迅速検査、結核健診等を

実施するとともに、必要な情報の提供、相談支援等の体制の整備に努めます。特に、B 型及び C 型ウィルス肝

炎については、その早期発見・治療を図るため、検診・受療の勧奨、保健指導等を実施します。 

※ HIV（Human Immunodeficiency Virus）/AIDS：後天性免疫不全症候群。HIV はその原因となる病原体。 

※ STI（性感染症）：性行為により感染した疾患の総称。 

施策コード ３１１ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

HIV/AIDS、STI 予防 

の普及啓発 

HIV 抗体迅速検査 

の実施 
同左 同左 

予防教育・予防啓発 同左 同左 

事業費 ４，６６５千円 ４，６６５千円 ４，６６５千円

感染症予防対策の充実 

結核健診の実施 同左 同左 

DOTS※体制の整備 

訪問型 DOTS※の実施
同左 同左 

情報提供 同左 同左 

事業費 １３５，５６０千円 １３５，５６０千円 １３５，５６０千円

※ DOTS（直接服薬確認療法）：WHO が推奨する患者の服薬を第三者が確認する治療法。 
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３１１ 感染症予防対策の充実 

ア． HIV/AIDS、STI 予防の普及啓発 

イ． 感染症予防対策の充実 

ウ． 肝炎対策事業の充実 【新】 

３１２ 健康をおびやかす事故などへの対応 

ア． 健康危機管理対策の推進 

イ． 医薬品等取扱業者の監視指導及び実態把握 

ウ． 薬物乱用防止・医薬品等管理のための講習会の実施 

３１３ 安心できる医療体制の確保・充実 

ア． 有床診療所への立ち入り検査 
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肝炎対策事業の充実 

【新】 
肝炎健診の実施 同左 同左 

事業費 １２，４２３千円 １２，４２３千円 １２，４２３千円

 

３１２ 健康をおびやかす事故などへの対応 

新型インフルエンザに対する初動体制における必要な機材を整備し、新たな感染症、大規模食中毒等に対

して迅速に対応できるようマニュアルを見直すとともに、医療機関等の関係機関と連携を図りながら、必要な体

制の整備を推進します。 

また、薬局等で取り扱う医薬品、毒物･劇物の適切な管理について、立ち入り検査等を行い、必要な指導を行

います。併せて、青少年に広がりつつある薬物乱用の防止のための啓発活動を充実し、健康被害の未然防止

に努めます。 

施策コード ３１２ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

健康危機管理対策の推進 

マニュアルの改正   

関係機関との連携を推進 同左 同左 

事業費 ７，４３２千円 ６００千円 ６００千円

医薬品等取扱業者 

の監視指導及び実態把握 

薬局・毒劇物販売業者

等の監視指導 
同左 同左 

事業費 ２，５４７千円 ２，５４７千円 ２，５４７千円

薬物乱用防止・ 

医薬品等管理のための 

講習会の実施 

薬局等講習会開催 同左 同左 

薬物乱用防止推進大会

の開催 
同左 同左 

事業費 ３３８千円 ３３８千円 ３３８千円

 

３１３ 安心できる医療体制の確保・充実 

医療安全管理体制の整備、院内感染対策の実施等について、有床診療所の立ち入り検査を実施し、安心で

きる医療体制の確保に努めます。 

施策コード ３１３ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

有床診療所への立入り検査 １５施設 同左 同左 

事業費 １２千円 １２千円 １２千円
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５ 食と住の安全性 

【施策の考え方】 

食品の安全性に対する関心が高まる一方､輸入食品の増大、遺伝子組み替え食品の普及等が進んでいます。

このような状況を踏まえ、食をめぐる環境の変化を的確に捉えることにより、区民一人ひとりの食の安全の確保に

取り組みます。また、住まいについても、区民の健康の維持・増進のうえで重要な役割を果たしています。しかし、

建材に使用される化学物質、衛生害虫等による健康被害も生じており、わかりやすい情報の提供及び相談体制

の充実を通した、健康に配慮した住まいづくりを進めます。 

【施策体系図】 

 
 
 
 
 

 

 

（１）健康食住の推進 

３１４ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

食品の安全に関する情報提供を行うとともに、食品フォーラムの開催、ファミリーヘルス推進員の活動等を通

じて、食と健康に関する啓発を図ります。併せて、食品衛生監視指導計画に基づき、食品提供事業者に対する

食品添加物の検査等を行うとともに、適切な指導及び安全な食品提供の確保に努めます。 

施策コード ３１４ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

食と健康についての 

普及啓発 

食品フォーラム等の開催 

年１３回 
同左 同左 

事業費 ５００千円 ５００千円 ５００千円

食品事業者等の指導 
業態別一斉指導 

（７３回 ３，１４５軒） 
同左 同左 

事業費 １９，５３１千円 １９，５３１千円 １９，５３１千円

 

３１５ 健康に配慮した住まいづくり 

健康で快適な住環境の確保を図るため、アレルギー性疾患の原因の一つであるダニアレルゲンに関する検

査を実施する等、安全な住まいに関する啓発活動、相談支援等を行います。 

施策コード ３１５ 年次計画 

計画事業内容 ２０年度 ２１年度 ２２年度 

住環境情報の提供・ 

相談体制の充実 

ダニアレルゲン量検査

３００件 
同左 同左 

事業費 ７１９千円 ７１９千円 ７１９千円
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３１４ 安全で健康に配慮した食生活の確保 

ア． 食と健康についての普及啓発 

イ． 食品事業者等の指導 

 

３１５ 健康に配慮した住まいづくり 

ア． 住環境情報の提供・相談体制の充実 


